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1 はじめに
近年，ネットワークの技術の進歩によりクラウドや

サーバ仮想化などの普及によって，設備規模の拡大によ
る機器の追加や移動の機会が増加している．これまで
のネットワーク機器は個別に設定を行う必要があり，時
間や手間等のコストがかかりそれに伴う人為的なミス
発生のリスクも大きくなる．また，状況に応じた柔軟な
制御を行うことは困難であると考えられる．そのため，
ソフトウェアによるネットワーク一元管理を実現させ
る SDN( Software-Defined Networking )を導入するこ
とで集中管理での制御が可能になると考える．SDNは
プログラムによって制御を行うことが必要となるため，
一から実装を行うことは非常に手間がかかる．本研究で
は，SDN制御が容易に導入できる SDNのコントロー
ラ制御手法について提案する．

2 要素技術
SDNとは、ソフトウェア定義によってネットワーク

を制御する技術であり，ネットワーク機器のコントロー
ルプレーンとデータプレーンを分離してネットワークの
管理や制御を一元化することを可能とするアーキテク
チャである [1]．

OpenFlow は SDN を実現させる技術の一つであり，
OpenFlow コントローラと OpenFlowスイッチによっ
て構成されている．OpenFlowスイッチは保持している
フローテーブルやコントローラ からの指示に従い転送
などの動作を行い，OpenFlowコントローラはルーティ
ング機能などを実装しており，フローエントリという
フォワーディングの指示書を作成してOpenFlowスイッ
チに送信する [2]．OpenFlowを利用することで既存プ
ロトコルの制限にとらわれない自由なネットワーク設計
が可能となる．

3 提案手法
既存のネットワーク制御では，個別に機器の設定を行

う必要があるため規模が大きくなるほど変更を行うの
に時間や手間等のコストがかかり，それに伴う人為的な
ミス発生のリスクも大きくなる．よって，状況に応じた
柔軟なネットワーク制御を行うことは困難である．本研
究では，OpenFlowのフレームワークを利用した SDN
制御ツールによってそれらの問題を解決するための手法
を提案する．SDN制御ツールによってネットワークの
集中管理を行うことで，制御にかかる時間を短縮して臨
機応変な制御の実現を支援する．また，GUIでネット
ワーク構造を可視化することで直感的に一元管理を行う
ことができるようになる．本研究は，シミュレーション

ネットワークにおいて SDN制御ツールでの操作が意図
したとおりに動作が実行されたかどうかで評価を行う．

図 1 SDN制御ツール

4 実験内容
本 SDN制御ツールはOpenFlowのフレームワークで

ある tremaと GUI開発ソフトウェアの wxGladeを用
いて作成した．ネットワークの一括制御，VLAN制御，
ネットワークトポロジの可視化等を行うことが可能とな
る．SDN制御ツールは図 1で示すようになっている．
動作の検証として，シミュレーションネットワークに

おいて作成した SDN制御ツールの操作によって意図し
た制御が正常に行われたことを評価とした．
今後は OpenFlowスイッチの実機を使用した環境で

の実証が必要である．

5 まとめ
本研究では，ネットワーク管理を一元管理によって運

用を容易にすることを目的としたコントローラ制御手
法を提案した．提案手法では，OpenFlowを利用して一
元管理を可能としたことで臨機応変で柔軟なネットワー
ク制御が可能になり，GUIでの操作を実現することで
ネットワーク運用が容易になりコストを削減することが
できたと思われる．
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